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丁目〉FI 〈下谷の御徒丁〉FⅣ 〈下谷の御徒町〉FV 〈下谷西丁のさる小
路〉HⅡl 〈西町〉HⅣ 〈下谷の西町〉MⅡ 〈下谷区内のそれの町〉HⅥ
(下谷の御かち町〉KI 〈下谷御徒町のほとり)KⅦl・L11〈これはめの前
の下谷御かち町のほとり、それの小路〉KⅦ2 〈下谷おかち町のほとり、そ
れの小路〉LⅡ l (下谷おかち町のほとり、それの小路の曲り角〉LⅢ 〈下
谷のおかち町〉LⅣ・TI 〈下谷御徒町何がしの小路〉MI 〈下谷黒門町の
ほとり〉OI (本郷五丁め〉oⅧ 〈湯島天神中坂下〉P12・S12 (湯島
の天神下、と聞し中坂か男坂か〉sⅡ 〈下谷西町、源助横丁とて、津田様が名
残今もこひしき、其処の通りを少し折れて〉u11 (今の新町〉UШ2 (西
町の今の〉U XX 4 (西町の今の家〉UЮ餡 (今すむ西町の家〉uШ6、 8
〈今住む西町の家〉uⅢ7 (今西町〉u】D(V 〈下谷西町、源助横町〉v11・











〈赤にしのおやじ〉FⅡl (金村何がし〉FⅣ 金村幹夫FV 三郎助H17
(滝沢が御隠居〉HⅣ 滝沢けさ六KI 〈姓は滝沢、名は静枝〉KV 金オすけさ
四郎KⅦl 金村今朝四郎KⅦ2 次郎兵衛L11 滝沢今朝四郎LⅡ l・Ⅳ・s
I・U11 今朝四郎LⅢ・U12 金村MⅡ・U馴略 、4・U】Ⅸ 6、 7、 8・
u】D皿・uXXpl〈滝沢といふ姻草みせ〉OI(大和や〉OVl、2・OX 〈大和
やの仁兵衛〉o測9〈さぬきやの弥兵衛〉oⅧ 金本す兼蔵P12 (滝沢の旦那〉
PⅣ 金村真則S12 金村良三sⅡ 徳二10U11 与四郎Ul、2、 3、 5、
7、 12、 13、 15・UⅢ3・UⅣ3・UⅦ2、 3・UⅢ・UX4・U畑1、 2、 3、
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4・UXⅢ l、 2・UXIV・vⅡ・vⅢ5。VⅢ6〈金村の与四貝6〉 UⅡ・UЖ5・
V11(万手やの与四郎〉VⅢl(金村与四郎とて地面師〉VⅢ2 滝沢与四郎w
〈赤鬼の与四郎〉XⅡ2、 3、 4 万年屋ZVl









GⅡl 千葉顕政AⅡ7 小室さかんC 向井孝之助F11 金村朗F11 滝
沢要H17・HⅥ 滝沢今朝六L11 滝沢しのぶMI 滝沢の要VⅢ6 金村
真佐志XⅦ
〈奥方〉和歌子A12・AⅡ3・AⅢ3・C わか子AⅡ9 高EⅣ3 金村千
賀子F11・FⅡ 4・FⅡ 5 千賀FⅣ・KI・OⅧ・RⅡ・UⅨ5 〈金村 のお千
賀 さま〉RⅢ 千賀子GⅡl・HⅥ・L11・S12・SI 〈金丸のお通 さま〉R
Ⅳ 町U17、 9、12、 14・UⅢl・UⅣl、 3、 4、 5・UⅦ2、 3・UⅨ2、
3・UXl、 2、 3、 4 U測2・UⅢ2、 3、 4・UXⅢ l、 2・U】儡r・UXV l・
UV2 ・ UXⅣI ・ U】割1 ・UXVI1 1 、  2、 3、  4 ・UXD(6、  7、  8 ・U】Э【2 ・UXXl ・u


















6 (中働きの留〉AⅥ2、 4 (車夫の藤吉〉AⅥ3 〈小間づかひの留〉c・






2 (中働きの留〉xV2 (中働きの留もお飯たきの吉も〉uⅣl (小間使
いの為もお三どのも、車夫の茂助〉XⅡl 〈書生の川村〉XⅡl (中働のお
せんに小間使ひの為、お三は房州の生れと聞えて〉XⅢ2 (車夫の茂助〉xV















家とつ んゝで〉BⅡl (在野の政事家〉BⅢ・BⅣ7・C (志士とか名士〉








父親 〈何がしの子爵〉B12 〈金満家)FⅣ 〈花族〉KI 〈ニタ戸前の蔵
ぬ上〉〈公債〉〈持地〉の (地代〉L11・LⅡl・Ⅲ・QⅢ・s12・TI oTⅢ (地
面切よりあがりて、今は高利の血をしぼる外に、地面地やしき段々と広げて〉






























































































































































































































8・HⅥ oL1 1・RⅡ RⅣ・S12・SⅡoXⅡ l・XⅢ2がある。家付き娘の
設定にはAⅡ l、 3、 7・RI・RⅢがある。(奥方〉の聟取 りの年齢は一四歳 (A

















































































































































































































































6 橋本威「一葉『われから』覚え書き (下)一一講義ノートよリー ー」(梅花




































































D市erslty ln the drafts of Higuchi lchiyo:
ln`ⅣQ夕′ι力α夕lα'
Aklo Kitagawa
Higuchi lchサo has W■抗en thc most drafts of`″物″力απ'in hcr works υ血 lnow,
I havcn't had any considcrai■o■oll theSe drais Thesc arc vcry inportant nlatc五als for
tllc rcscachcs on `Nα″ι力α%α'. But■lis assiglllncnt has hardly bcen sttdied. I shall
follow tllc flrst血面 ng proccss of thc crcativc activity on`Wαγo力α″α'.
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